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主題  出会い、ふれあい、響きあい、前へ進もう 

副題  ワイズライフを楽しもう 

                    2016-2017 中部部長 川口 恵 

                          （名古屋クラブ） 

１１月の西日本区強調月間 Pubｌｉｃ Relations Wellness  

伊藤 剛広報・情報委員長（京都トゥービークラブ） 

ワイズデータをＰＲして、ワイズメンズクラブの社会的認知度を高めましょう！そしてＥＭＣやクラブ

活性化に繋げましょう！ 

 

中部の皆様、11 月に入りましたがいかがお過ごしですか。10 月は行事がとても多くありました。11 月号の

記事は以下のとおりです。 

 

1． 九州部会参加 

2． びわこ部会参加 

3． 日本ＹＭＣＡ大会参加 

4． 四日市クラブ例会訪問 

5． 南山クラブ例会芋ほり＆PIZZA PARTY 参加 

6． 西日本区次期役員研修会 

7． 西中国部会参加 

8． 名古屋 YMCAピースフルサンデー 

9． 中部評議会とＥＭＣシンポジウムのお知らせ 

10．日本ＹＭＣＡ大会での受賞者（浅野猛雄メン、荒川文門メン）、清水メンより。 

 

各クラブ活動の詳細は中部ホームページに掲載の各クラブブリテンをご覧ください。     

（中部ホームページ URL  http://www.ys-chubu.jp/main/index01.html） 

 

１． 九州部会（10月 2日） 

ANAクラウンプラザホテル・熊本ニュースカイで開催。 

九州部会に大勢が参加することで熊本震災復興支援の気持ちを伝えたいと思いました。九州部

以外にも京都部を中心に多くのワイズが参加されていました。 

 宮崎部長の方針で、鹿児島 YMCA設立の経緯と、九州各地区のワイズと YMCA の関係がテーマで

した。 

鹿児島には YMCAがなかったために、2016年に鹿児島 YMCA設立に至るまで鹿児島ワイズメンバ

ーをはじめ多くのメンバーのご尽力があったことが報告されました。 

http://www.ys-chubu.jp/main/index01.html%EF%BC%89


ワイズではエクステンションとして新クラブ設立を目指そうといわれていますが、ワイズ設立

と比べて、YMCAは事業を実施して職員を継続的に雇用して活動を行っていく必要があることから

YMCA設立は本当に大変であることを再認識しました。 

また、九州各地区におけるワイズと YMCAの関係が、各地区のクラブ会長より語られました。

中部でもワイズと YMCAの関係は様々です。それぞれの地域に応じた活動となりますが、お互い

に良きパートナーとして進んでいくことができればいいなと思いました。 

さて、今回の九州部会では、デンマークからの STEP（短期交流事業）の大学生エスベン君が参

加されていました。ワイズコメットのエスベン君は日本が大好きとのこと。独学で勉強したとは

思えないくらいきれいな日本語で自己紹介していました。岩本理事、堤Ｙサ事業主任のところで

ホームステイをされるそうで、ワイズに対する熱い思いを感じ、楽しい時間を過ごされることと

思います。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

２． びわこ部会（10月 8日） 

 びわこ部会は、ビアンカ号の船上での式典と懇親会、竹生島上

陸です。びわこ部以外に京都部をはじめ多くの部からメンバーが

参加されていました。 

式典に続いて、竹生島観光です。お天気が少し気になりました

がホストクラブである彦根クラブをはじめびわこ部メンバーの願

いが通じて、雨も降らず、風も強くなく竹生島に上陸できました。 

 懇親会では、オールディーズのバンド演奏に合わせて皆で歌っ

たり、窓の外の琵琶湖の景色を眺めているうちに船は長浜港に着

き、終始、和やかでリラックスした雰囲気の部会でした。前日か

ら船に出かけ準備をしてくださったホストクラブ彦根クラブの皆

様ありがとうございました。 

 

 



３． 日本ＹＭＣＡ大会（10月 8日～10日） 

 日本ＹＭＣＡ大会が東山荘で開催されました。中部からは、金沢、名古屋、東海、南山各クラ

ブから参加がありました。9日には新本館の完成を祝う献堂式が行われました。表彰式では東海

クラブ浅野会長が青少年奉仕賞を受賞され、また南山荒川文門メンが 50年継続会員として表彰

されました。 

 今、ＹＭＣＡで言われているユースエンパワーメントとして、ユースが企画に大きく加わった

プログラムがあり、グループに分かれてユースとシニアが対話しながら行われました（ここでは

シニアとは、ユース以外はすべてシニアです）。全国から参加したユースリーダーや若手スタッ

フの話を聞く機会が得られてよかったです。 

まとめでは、ユースエンパワーメントのための一歩として、シニアから、ユースからが発表さ

れました。 

ユースからは①知る、考える、視野を広げる、自ら考える。②勇気をもって声をあげる。発信

する。③いろいろな人と話す、聞く、共有する。④仲間とつながる、ＹＭＣＡ内外、シニアと。 

シニアからは①若者の声を聴き受容しようとする。②ユースとつながる場作り、思いを伝える。

③ユースに任せるが愛をもって支援。④ユースとともに行動する。⑤シニアエンパワーメント：

もっと輝ける大人に、ＹＭＣＡに卒業はない。 

ユースの話を聞く機会をより多く持ち、ユースがさらに成長する機会を、そして大人もまだま

だ、もっともっと輝いていけたらいいなと思いました。 

 

 写真は、荒川文門メン、浅野メン表彰。三枝実行委員長（奈良ＹＭＣＡ総主事、前名古屋ＹＭ

ＣＡ主事）東山荘旧本館（右）と新本館（左） 

 リーダーによる各ＹＭＣＡでのリーダーの活動紹介、ユースエンパワーメントのための一歩

（シニア、ユース） 

  

  



 

 

４． 四日市クラブ公式訪問（10月 13日） 

 今年はゲストを迎える機会を多く持ち例会を持ちたいとの塩

川会長の方針で、今回はアメリカに滞在されていた女性をゲスト

に迎えてハローウイーンの話をきいて、実際に私たちもハローウ

イーンにちなんで仮装を楽しみました。 

 

  

 

 

５． 南山クラブ芋ほり＆PIZZA PARTY例会（10月 15日） 

 南山クラブといえば南山農園です。南山クラブのメンバーが育

てたサツマイモで、秋に YMCA幼稚園をはじめ多くの人が芋ほり

体験をします。今年の秋の芋ほり参加者は合計で 200名程度を予

定。 

南山農園では、最近、PIZZA釜をメンバーで手作りしたので

PIZZAも楽しめます。 

また、サツマイモのほかになす、ピーマン、バジルも育てている

のでバジルを PIZZAに乗せたり、ナスやピーマンも焼いて採れた

ての野菜を使った料理をいただくことができます。 

屋外でいただく料理はおいしく、楽しい時間を過ごすことがで

きました。 

春から秋まで、玉ねぎや芋の苗の植え付けから、草とりをして、

秋に皆が芋ほりを楽しめるように作業をしてくださっている南

山のメンバーに感謝です。 

写真は、芋ほり、農場の整備などです。ピザ釜で焼いたピザは

とてもおいしくて、写真を取る暇がありませんでした。 

 



 

 

６． 西日本区次期役員研修会（10月 22日、23日） 

 山内ミハル次期部長（金沢クラブ）が参加。次期は周年行事が

26もあり、いくつかの周年行事は部会と同日に開催予定と思わ

れます。中部部会は 9月 18日（祝日）に金沢で開催予定です。 

 

 

 

 

７． 西中国部会（10月 29日） 

 岩国の「いろり山賊」で開催。岩国みなみクラブ 5周年も併せ

て開催。また西中国部の新入会員の入会式も行われました。西中

国部は今期 74 名で開始し、28 名の会員増強を目標としており、

すでに 10月末までに 6名の新入会員がありました。また、西中

国部でも新クラブ設立予定です。 

  

８． 名古屋ＹＭＣＡピースフルサンデー（10月 30日） 

 南山幼稚園で開催、バザー、ゲーム、模擬店など開催。名古屋

YMCAスタッフとリーダーによりやきそば、たこ焼き、綿菓子、

豚汁など、東海クラブの焼き鳥、南山クラブのみたらし、グラン

パスクラブの日和田のそばとトウモロコシなどです。スタッフ、

リーダー、ワイズが作っており、子供達に人気の綿菓子コーナー

では作っているリーダーの顔にも綿菓子がついてサンタのよう

でした。 

なお、ピースフルサンデーは東海クラブ八木メンによる速報が中

部ホームページにアップされています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

９．11月 26日中部評議会、ＥＭＣシンポジウムのお知らせ 

  時間：1時～ 中部評議会 

     2時半～ ＥＭＣシンポジウム 

  場所：名古屋ＹＭＣＡ池下本館 5階 

    ＥＭＣシンポジウムは、新しいメンバーも、ベテランメンバーの皆様、ワイズのことをもっと

よく知りたい、ワイズの魅力を伝えたいと考えている皆さま、ご参加ください。 

   今期は、岩本理事の「9つの部すべてでエクステンションにチャレンジを」の掛け声のもと、す

でに京都では新クラブ設立、熊本でも設立準備中、西中国部でも設立準備中です。 

   京都グローバルクラブの山藤ＥＭＣ事業主任を迎えてメンバー増強、あるいはエクステンション

について考えたいと思います。 

  

１０．日本ＹＭＣＡ大会での受賞者（東海クラブ浅野会長と南山荒川文門メン）金沢清水淳メンから

寄稿していただきました。  

青少年奉仕賞を受賞して 

                          名古屋東海クラブ会長 浅野猛雄 

2年に一度開催される第 19回日本 YMCA大会に於いて 6YMCAと同盟の 31名と共に思いもよらず青少

年奉仕賞を頂きました。 

受賞者の中には仁科、松本の元西日本区理事をはじめ多くの優秀なワイズメンの先輩の皆様がおら

れる中の一人として加えられた事にただただ驚いています。 

 思えば、1953 年の 4 月に YMCA の少年部の会員になって以降、少年部のリーダー、靑年成人部のメ

ンバーとして、その後、各種の事業委員や委員長、財団の常議員、理事などを務めて来ました。 

 最近では 2 年前に開園した YMCA かみさわ保育園の園児を見守る為、土、日祝日を除く毎日朝 7 時

40分ころより 9時迄黄色の旗を持って交通整理と安全をサポートしています。 

 皆は、私がボランティアをやっていると言われますが、私はまったくそんな事とは思っていません。

当たり前の事をやっていると思っています。その様な心は YMCA根の上キャンプや少年部での礼拝の時

に聞いた聖書の箇所や奨励の影響を受けたと思っています、成長させていただいた YMCAに感謝してい

ます。 

 

５０年継続会員表彰式に出席して                                                  

名古屋南山クラブ 荒川文門 

 さる１０月８日~１０日に御殿場、東山荘にて開催されました第１９回ＹＭＣＡ大会の場で、５０年

継続会員の表彰を受けました。ＹＭＣＡ大会が新装なった東山荘の献堂式に合わせて行われました。



長年親しんだ古い東山荘の本館に前に素晴らしい本館が建築されました。食堂も講堂も大きなガラス

張りで、富士山に面していて朝から夕方まで常に富士山が望める素晴らしい展望です。 

 記録によると、私のＹＭＣＡ歴は、１９６６年登録であり、ちょうど５０年になるそうです。ＹＭ

ＣＡとの関わりはその何年か前、大学予備校の夏季講習に参加したのが始めであり、大学４年間は少

年部リーダーとして、その後教員になっても少しリーダーを続け、東海ワイズメンズクラブのチャー

ターに関わり、その後南山ＹＭＣＡワイズメンズクラブのチャーターに関わり今日にいたります。人

生の４分の３以上の年月をＹＭＣＡとともに過ごしてきたことになり、思い出の多くは、ＹＭＣＡと

関わっているものです。色々な事業委員会のメンバーになったり、学校法人の監査を命じられたりし

ながら関わってきましたが、交わりの多くは、ＹＭＣＡ、ワイズ関係の方々であり、これまでの人生

に大きな影響を与えて頂きました。ワイズ活動を長く続けて来られた思いの一つは、ＹＭＣＡを如何

にサポートするかであったと思います。私を育ててくれたＹＭＣＡを通して若い人たちの成長、平和

な世界の確立、などに少しでも御役に立てたらこれ以上の喜びはありません。今後もこの表彰を励み

としてＹＭＣＡ活動を改めて再確認したいと思います。 

 

   

第 19回日本ＹＭＣＡ大会に参加して 

                                      金沢クラブ 清水 淳（最後列中央で手を広げている） 

  さる 10 月 8〜10 日に東山荘で行われた第 19回日本ＹＭＣＡ大会に参加しました。ＹＭＣＡ大会は

2年に 1度開催され全国の都市Ｙ、学Ｙの会員が参加します。初めて参加したのは 34年前の第４回大

会でした。大阪Ｙのリーダーとしての参加でしたが、テーマも何を話し合ったのかも全く覚えていま

せんが金沢Ｙの理事長・スタッフと知り合うことができ、就職し最初の勤務地が金沢となって金沢Ｙ

の活動に関わることにつながりました。直近３回の大会では富山Ｙから総主事・リーダー・保育士と



ともに参加しました。 

  従来はユース世代の参加者は少なかったのですが、今回

は実行委員の大部分がユースで、参加者の半分がユースと

いう平均年齢の若い大会となりました。 

大会の雰囲気もこれまでとは違い、ドラムサークルによる

開会から礼拝やジャズ礼拝など工夫を凝らしたものでし

た。 

  グループ討論はこれまでのユース・シニア混合グループ

ではなく、ユースとシニアが別々に話し合った後に意見を

交換しさらに元のグループでもう一度話し合うという方

法をとりました。シニア・ユースそれぞれのグループが意

見を整理した上で話し合うことによりスムーズな討論と

なり、再びそれぞれのグループで話し合うことによりユー

スはシニアの意見をシニアはユースの意見をより深く知

ることができたと思います。 

またグループごとのまとめの発表は行わず、ポストイット

に記入して貼り付けるという方法で全体に示されたのでス

トレートな本音が薄まることなく伝わったとも思います。 

  これまで「ユースを育てる」ことがシニアの役割だと思

いこんでいましたが、シニアがユースに刺激を受けた大会

でした。 

  今回は金沢Ｙからリーダーの村上君が参加しました。全国の同世代のリーダーたちと積極的に交流

していたので、この経験を活かせるようにサポートしていきたいと思っています。 

  次回の大会は 2年後の予定です。皆さんもユースと交流し刺激を受けに行きませんか？ 

 

 

 

○予定・スケジュール 

 11月・12月の中部の合同例会、DBC交流会など 

   11月 19日（土）～20 日（日） 御殿場・東海・奈良 DBC交流会 奈良にて 

   12月 3日（土） 名古屋地区ワイズ合同クリスマス会  

   12月 15日（木） 金沢地区ワイズ合同クリスマス会 

            

周年行事案内 

2月 11日（祝土）大阪なかのしまクラブ 20周年記念例会  

ホテルグランヴィア大阪 11時～登録費 10,000円申込は杉浦会長まで 締切 1月 20日 

4月 1日（土）長浜クラブ 30周年記念例会   

北ビワコホテルグラッツイエ 12時半～登録費 8,000円 申込は伊藤文訓メンまで  

   4月 15日（土）彦根シャトークラブ 35周年記念例会  

エクシブ琵琶湖 17 時～19時 45分 登録費 10,000円、申込は鈴木康夫メンまで 



 5月 14日（日）名古屋東海クラブ 50周年記念例会  

マリエカリヨン名古屋（出雲殿グループ）12時 30分～16時まで 登録費 10,000円 

 

ワイズメンズクラブ東西交流会  

2月 4日 14時～2月 5日昼まで 

東山荘（御殿場市） 先着 400名  

    11月に募集開始予定です。 

 

  第 20回西日本区大会 

     6月 9日（金）前夜祭 菊池温泉（美人の湯と熊本産グルメの夕べ） 

     6月 10日（土）～11 日（日）  

10日大会会場   菊池市文化会館（バス送迎あり）、菊池市亘 32 

           懇親会     ホテル日航熊本 熊本市上通町 2－1 

       11日大会会場   ホテル日航熊本  

 

  第 27回アジア・パシフィック地域大会 

    2017年 7月 21日（金）～23日（日） 

    タイ・チェンマイ 

    ※ユースコンボケーションは、7月 19日～23日 タイ・チェンマイＹＭＣＡ 

   アジア地域とパシフィック地域が一つになり、アジア・パシフィック地域となりました。 

 

 

 

 


